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令和２年６月定例会終わる
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http://www.city.miyoshi.hiroshima.jp
▶ 市議会のページ　
※�三次市議会のページへアクセスします。
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１ 

令
和
２
年
６
月
定
例
会
の
総
括
に
つ
い
て

⑴　
一
般
質
問
に
つ
い
て

　

�　

改
選
後
初
め
て
の
一
般
質
問
を
14
人
の
議
員
が

行
い
ま
し
た
。
初
日
に
は
新
人
議
員
４
人
が
登
壇

し
ま
し
た
。

　

�　
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症
対
策
と
し
て
、
質

問
時
間
を
１
人
30
分
か
ら
20
分
に
短
縮
し
、
概
ね

１
時
間
ご
と
に
休
憩
を
入
れ
ま
し
た
。

⑵　
副
市
長
の
選
任
同
意
に
つ
い
て

　

�　
堀
川　
亮　
氏
の
選
任
に
つ
い
て
同
意
し
ま
し
た
。

２ 

そ
の
他

⑴�　
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症
対
策
に
係
る
議
員

報
酬
削
減
に
つ
い
て

　

�　
５
月
29
日
の
本
会
議
に
お
い
て
、
令
和
２
年
６
月

か
ら
６
カ
月
間
の
議
員
報
酬
の
10
％
削
減
に
つ
い
て

決
定
し
ま
し
た
。

⑵�　
令
和
元
年
度
政
務
活
動
費
の
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
公
開

に
つ
い
て

　

�　
令
和
元
年
度
政
務
活
動
費
の
領
収
書
及
び
報
告
書

を
６
月
10
日
に
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
に
公
開
し
ま
し
た
。

　

�　
三
次
市
議
会
で
は
平
成
30
年
度
分
か
ら
全
て
の
領

収
書
、
報
告
書
を
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
で
公
開
し
て
い

ま
す
。

議
長
の
定
例
会
見
を

実
施
し
ま
し
た

　
定
例
会
で
の
審
議
等
の
総
括
、
議
会
日
程
等
を
広
く
皆

様
に
お
伝
え
す
る
た
め
、
定
例
会
最
終
日
に
議
長
の
定
例

記
者
会
見
を
実
施
し
ま
し
た
。

令和2年 第1回臨時会
５月29日開催の本会議で、次のことが決まりました。

新設された条例
⃝�三次市特別職の職員の給与の
　特例に関する条例� 全員一致
　新型コロナウイルス感染症対策に関して
多額の財源が必要となったことから、厳し
い財政状況を踏まえ、特別職の給与を減額
することについて、三次市特別職の給与の
特例に関する条例を制定するもの。
　その内容は、令和２年６月から11月まで
の間、市長の給料月額を12％、副市長及び
教育長の給料月額を10％減額する。
⃝�三次市新型コロナウイルス
　感染症対策基金条例� 全員一致
　新型インフルエンザ等対策特別措置法に
規定する新型コロナウイルス感染症対策に
関する施策の財源に充てるため。
⃝�三次市議会議員の議員報酬の
　特例に関する条例� 全員一致
　新型コロナウイルス感染症対策として、
議員報酬を令和２年６月から11月までの
間、10％削減する。

決　　議
⃝�新型コロナウイルス感染症
　対応に関する決議（要旨）� 全員一致
　政府は、５月25日に緊急事態宣言を解除
したものの、引き続き予断を許さない状況
である。
　三次市では、３月定例会において、新型
コロナウイルス感染症対策として、補正予
算等の議決や議員発議の決議を行った。５
月15日には、特別定額給付金等の議決を
行ってきた。市においては、市民の生命を
守ることを最優先に、感染防止に向け徹底
した対策を全力で取り組まれるとともに、
事業者の不安解消のための対応を継続する
こと。今年度の予算については医療従事者
や介護従事者への支援、子供たちの学習対
策等関連する様々な対策への組み換えを行
うことを強く求める。また、本市議会とし
ても行政と連携・協力して全力を挙げて、
市民の安心・安全、今後の地域経済活性化
に向け、取り組むこととする。
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　令和元年度の政務活動費の精算が終わりましたので報告します。
　本市では、「三次市議会政務活動費の交付に関する条例」により、議員の調査研究その他の活
動に資するため必要な経費の一部として、議員１人当たり月額30,000円を会派（所属議員が１
人の場合も含む。）に対して交付しています。

※すべての費目について、支出を証明する領収書等が添付されています。
※三次市のホームページから各議員の支出状況が閲覧できます。
※交付額を超える額は各会派又は個人の負担としています。

令和元年度支出状況（議員数：24人）� （単位：円）

調査研究費…市の事務、地方行財政等に関する調査研究及び調査委託に関する経費
研　修　費…�研修会を開催するために必要な経費及び団体等が開催する研修会の参加に要する経費
広　報　費…活動及び市政について市民に報告するために要する経費
広　聴　費…�市民からの市政及び会派の活動に対する要望、意見の聴取、相談等の活動に要する経費
要請・陳情活動費…要請・陳情活動を行うために必要な経費
会　議　費…�各種会議に要する経費及び団体等が開催する意見交換会等各種会議への会派としての

参加に要する経費
資料作成費…資料の作成に要する経費
資料購入費…必要な図書、資料等の購入に要する経費
人　件　費…活動を補助する職員を雇用する経費
事 務 所 費…必要な事務所の設置及び管理に要する経費

使
途
基
準

会　　　派 真正会
（8 人）

ともえ
（４人：４/ １

～３/31）
( １人：５/ １

～３/31)

市民クラブ
（３人：４/ １

～３/31）
（１人：５/ １

～３/31）

清友会
( ３人 )

公明党
（２人）

日本共産党
三次市

会議員団
（１人）

若次会
（１人：５/ １

～３/31）

交　付　額 2,880,000 1,770,000 1,410,000 1,080,000 720,000 360,000 330,000

執行額　計 2,921,292 2,212,658 1,619,322 1,175,463 750,625 169,726 320,313

内
訳

調査研究費 1,072,882 647,191 　292,465 252,503 274,410 43,620 22,000

研修費 112,977 4,560 395,721 408,826 155,843 0 87,594

広報費 320,238 471,642 71,362 46,161 0 0 44,000

広聴費 67,884 25,518 32,346 33,876 17,658 0 0

要請・陳情活動費 632,558 358,269 165,879 139,026 154,960 0 121,419

会議費 109,835 51,110 31,403 34,616 3,000 0 0

資料作成費 19,275 7,400 75 14,943 10,958 0 0

資料購入費 530,324 123,526 251,932 122,678 133,796 31,476 0

人件費 0 0 0 0 0 0 0

事務所費 55,319 523,442 378,139 122,834 0 94,630 45,300

差引返還額 0 0 0 0 0 190,274 9,687

令和元年度の各会派の政務活動費報告
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こんなことが    まりました ６月定例会を６月12日（金）から６月24日（水）
まで開催し、議案17件等を原案のとおり可決し
ました。

新
設
さ
れ
た
条
例

■
吉
舎
交
流
拠
点
施
設
設
置
及
び
管
理

条
例�

全
員
一
致

住
民
の
主
体
的
な
自
治
活
動
と
交
流
の

促
進
及
び
地
域
文
化
の
振
興
を
図
る
こ
と

を
目
的
と
し
て
、
吉
舎
交
流
拠
点
施
設
を

設
置
す
る
た
め
制
定
す
る
。

一
部
改
正
さ
れ
た
条
例

■
職
員
の
特
殊
勤
務
手
当
に
関
す
る
条
例

の
一
部
を
改
正
す
る
条
例�

全
員
一
致

新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症
に
よ
り

生
じ
た
事
態
に
対
処
す
る
た
め
の
防
疫
等

作
業
従
事
職
員
の
特
殊
勤
務
手
当
の
特
例

を
定
め
る
こ
と
に
つ
い
て
、
関
係
条
例
を

一
部
改
正
す
る
。

■
三
次
地
区
拠
点
施
設
設
置
及
び
管
理
条

例
の
一
部
を
改
正
す
る
条
例�

全
員
一
致

湯
本
豪
一
記
念
日
本
妖
怪
博
物
館（
三

次
も
の
の
け
ミ
ュ
ー
ジ
ア
ム
）の
管
理
方

法
に
つ
い
て
、
三
次
地
区
文
化
・
観
光
ま

ち
づ
く
り
交
流
館
と
一
体
的
に
指
定
管
理

に
移
行
す
る
た
め
、
関
係
条
例
を
一
部
改

正
す
る
。

■
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
セ
ン
タ
ー
設
置
及
び
管

理
条
例
の
一
部
を
改
正
す
る
条
例

�

全
員
一
致

コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
セ
ン
タ
ー
に
お
け
る
大

ホ
ー
ル
の
利
用
に
係
る
料
金
を
設
定
す
る

た
め
、
関
係
条
例
を
一
部
改
正
す
る
。

■
消
防
団
員
等
公
務
災
害
補
償
条
例
の
一

部
を
改
正
す
る
条
例�

全
員
一
致

非
常
勤
消
防
団
員
に
係
る
損
害
賠
償
の

基
準
を
定
め
る
政
令
の
一
部
改
正
に
伴
い
、

関
係
条
例
を
一
部
改
正
す
る
。

■
手
数
料
徴
収
条
例
の
一
部
を
改
正
す
る

条
例�

全
員
一
致

行
政
手
続
に
お
け
る
特
定
の
個
人
を
識

別
す
る
た
め
の
番
号
の
利
用
等
に
関
す
る

法
律
の
一
部
改
正
に
よ
る
マ
イ
ナ
ン
バ
ー

通
知
カ
ー
ド
の
廃
止
に
伴
い
、
関
係
条
例

を
一
部
改
正
す
る
。

■
税
条
例
の
一
部
を
改
正
す
る
条
例

�

全
員
一
致

地
方
税
法
等
の
一
部
を
改
正
す
る
法
律

が
令
和
２
年
３
月
31
日
に
公
布
さ
れ
た

こ
と
等
に
伴
い
、
関
係
条
例
を
一
部
改
正

す
る
。

■
都
市
計
画
税
条
例
の
一
部
を
改
正
す
る

条
例�

全
員
一
致

地
方
税
法
等
の
一
部
を
改
正
す
る
法
律

が
令
和
２
年
４
月
30
日
に
公
布
さ
れ
た
こ

と
に
伴
い
、
関
係
条
例
を
改
正
す
る
。

■
国
民
健
康
保
険
税
条
例
の
一
部
を
改
正

す
る
条
例�

全
員
一
致

所
得
税
法
等
の
一
部
を
改
正
す
る
法
律

が
令
和
２
年
３
月
31
日
に
公
布
さ
れ
た
こ

と
に
伴
い
、
関
係
条
例
を
一
部
改
正
す
る
。 

■
三
次
市
が
設
置
す
る
一
般
廃
棄
物
処
理

施
設
に
係
る
生
活
環
境
影
響
調
査
結
果

の
縦
覧
等
の
手
続
に
関
す
る
条
例
の
一

部
を
改
正
す
る
条
例�

全
員
一
致

廃
棄
物
の
処
理
及
び
清
掃
に
関
す
る
法

律
の
一
部
改
正
に
伴
い
、
関
係
条
例
を
一

部
改
正
す
る
。

■
老
人
集
会
施
設
設
置
及
び
管
理
条
例
の

一
部
を
改
正
す
る
条
例�

全
員
一
致

三
次
市
辻
福
寿
会
館
ほ
か
１
施
設
を
普

通
財
産
に
変
更
す
る
こ
と
に
伴
い
、
関
係

条
例
を
一
部
改
正
す
る
。

そ
の
他
の
議
案

■
指
定
管
理
者
の
指
定
の
変
更
に
つ
い
て

�

全
員
一
致

三
次
地
区
文
化
・
観
光
ま
ち
づ
く
り
交

流
館
の
指
定
管
理
期
間
を
変
更
す
る
。

■
動
産
の
買
入
れ
の
契
約
に
つ
い
て

�

全
員
一
致

買
入
物
件　
消
防
ポ
ン
プ
自
動
車　
１
台

買
入
価
格　
金
２
４
，０
９
０
，０
０
０
円

契
約
の
相
手
方　
株
式
会
社
三
葉
ポ
ン
プ

■
工
事
請
負
契
約
の
締
結
に
つ
い
て

�

全
員
一
致

工 

事 

名　
大
谷
池
災
害
復
旧
工
事

工
事
場
所　
三
次
市
畠
敷
町　
地
内

請
負
金
額　
金
２
４
９
，７
０
０
，０
０
０
円

請 

負 

者　

�

株
式
会
社
ガ
イ
ア
ー
ト
中
国

支
店

■
工
事
請
負
契
約
の
締
結
に
つ
い
て

�

全
員
一
致

工 

事 

名　
二
ツ
池
災
害
復
旧
工
事

工
事
場
所　
三
次
市
和
知
町　
地
内

請
負
金
額　
金
２
２
５
，５
０
０
，０
０
０
円

請 

負 

者　
株
式
会
社
広
栄
産
業

■
工
事
請
負
契
約
の
変
更
契
約
の
締
結
に

つ
い
て�

全
員
一
致

工 

事 

名　

�

塩
町（
頭
首
工
）災
害
復
旧
工
事

工
事
場
所　
三
次
市
塩
町　
地
内

変
更
内
容

　
変
更
前　
金
１
４
６
，８
５
０
，０
０
０
円

　
変
更
後　
金
１
５
３
，６
７
７
，７
０
０
円

請 

負 

者　
長
岡
鉄
工
建
設
株
式
会
社

■
三
次
市
副
市
長
の
選
任
の
同
意
を
求
め

る
こ
と
に
つ
い
て�

全
員
一
致

堀
川　
亮

（�

任
期
は
令
和
２
年
７
月
17
日
か
ら
４

年
間
）

意
見
書 

■
地
方
財
政
の
充
実
・
強
化
を
求
め
る
意

見
書�

全
員
一
致

政
府
に
対
す
る
意
見
項
目

１�.

社
会
保
障
、
感
染
症
対
策
、
防
災
、

環
境
対
策
、
地
域
交
通
対
策
、
人
口
減

少
対
策
な
ど
、
増
大
す
る
地
方
自
治
体

の
財
政
需
要
を
的
確
に
把
握
し
、
こ
れ

に
見
合
う
地
方
一
般
財
源
総
額
の
確
保

を
は
か
る
こ
と
。

２�.

と
り
わ
け
、
子
育
て
、
地
域
医
療
の

確
保
、
介
護
や
児
童
虐
待
防
止
、
生
活

困
窮
者
自
立
支
援
な
ど
、
急
増
す
る
社

会
保
障
ニ
ー
ズ
へ
の
対
応
と
人
材
を
確

保
す
る
た
め
の
社
会
保
障
予
算
の
確
保

お
よ
び
地
方
財
政
措
置
を
的
確
に
行
う

こ
と
。

３�.

新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
対
策
と
し
て
、

新
た
に
政
府
が
予
算
化
し
た「
新
型
コ

ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症
対
応
地
方
創
生

臨
時
交
付
金
」や「
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル

ス
感
染
症
緊
急
包
括
支
援
交
付
金
」に

つ
い
て
は
、
２
０
２
０
年
度
の
補
正
予

算
に
と
ど
ま
ら
ず
、
感
染
状
況
や
自
治

体
に
お
け
る
財
政
需
要
を
把
握
し
つ
つ
、

２
０
２
１
年
度
予
算
に
お
い
て
も
、
国

の
責
任
に
お
い
て
十
分
な
財
源
を
確
保

す
る
こ
と
。

４�.

地
方
交
付
税
に
お
け
る「
業
務
改
革

の
取
組
等
の
成
果
を
反
映
し
た
算
定

（
従
来
の
ト
ッ
プ
ラ
ン
ナ
ー
方
式
）」は
、

地
域
の
実
情
を
無
視
し
、
本
来
交
付
税

に
求
め
ら
れ
る
財
源
保
障
機
能
を
損
な

う
算
定
方
式
で
あ
る
こ
と
か
ら
、
そ
の

廃
止
・
縮
小
を
含
め
た
検
討
を
行
う

こ
と
。

５�.

「
ま
ち・ひ
と・し
ご
と
創
生
事
業
費
」

と
し
て
確
保
さ
れ
て
い
る
１
兆
円
に
つ

い
て
、
引
き
続
き
同
規
模
の
財
源
確
保

を
は
か
る
こ
と
。

６�.

２
０
２
０
年
度
か
ら
始
ま
る
会
計
年

度
任
用
職
員
制
度
に
お
け
る
当
該
職
員

の
処
遇
改
善
に
向
け
て
、
引
き
続
き
所

要
額
の
調
査
を
行
う
な
ど
し
て
、
そ
の

財
源
確
保
を
は
か
る
こ
と
。

７�.

森
林
環
境
譲
与
税
の
譲
与
基
準
に
つ

い
て
は
、
地
方
団
体
と
協
議
を
行
い
、

林
業
需
要
の
高
い
自
治
体
へ
の
譲
与
額

を
増
大
さ
せ
る
よ
う
見
直
す
こ
と
。

８�.

地
域
間
の
財
源
偏
在
性
の
是
正
に
む

け
て
は
、
偏
在
性
の
小
さ
い
所
得
税
・

消
費
税
を
対
象
に
国
税
か
ら
地
方
税
へ

の
税
源
移
譲
を
行
う
な
ど
、
抜
本
的
な

６
月
定
例
会
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こんなことが    まりました
令和2年 6月定例会

決
改
善
を
行
う
こ
と
。

　

�　
ま
た
、
各
種
税
制
の
廃
止
、
減
税
を

検
討
す
る
際
に
は
、
自
治
体
財
政
に
与

え
る
影
響
を
十
分
検
証
し
た
上
で
、
代

替
財
源
の
確
保
を
は
じ
め
、
財
政
運
営

に
支
障
が
生
じ
る
こ
と
が
な
い
よ
う
対

応
を
は
か
る
こ
と
。

９�.

地
方
交
付
税
の
財
源
保
障
機
能
・
財

政
調
整
機
能
の
強
化
を
は
か
り
、
市
町

村
合
併
の
算
定
特
例
の
終
了
へ
の
対
応
、

小
規
模
自
治
体
に
配
慮
し
た
段
階
補
正

の
強
化
な
ど
対
策
を
講
じ
る
こ
と
。

10�.

依
然
と
し
て
４
兆
５
，０
０
０
億
円

強
と
前
年
度
を
超
え
る
規
模
の
財
源
不

足
が
あ
る
こ
と
か
ら
、
地
方
交
付
税
の

法
定
率
を
引
き
上
げ
、
臨
時
財
政
対
策

債
に
頼
ら
な
い
地
方
財
政
を
確
立
す
る

こ
と
。

■
教
職
員
定
数
の
改
善
及
び
義
務
教
育
費

国
庫
負
担
制
度
拡
充
に
係
る
意
見
書

�

全
員
一
致

政
府
に
対
す
る
意
見
項
目

１�.

計
画
的
な
教
職
員
定
数
改
善
を
推
進

す
る
こ
と
。

２�

．
教
育
の
機
会
均
等
と
水
準
の
維
持
向

上
を
は
か
る
た
め
、
義
務
教
育
費
国
庫

負
担
制
度
の
負
担
割
合
を
２
分
の
１
に

復
元
す
る
こ
と
。

■
新
た
な
過
疎
対
策
法
の
制
定
に
お
い
て

も
現
行
法
に
基
づ
く
「
み
な
し
過
疎
」

特
例
の
維
持
等
を
求
め
る
意
見
書

�

全
員
一
致

政
府
に
対
す
る
意
見
項
目

１��.

過
疎
地
域
の
要
件
等

　

�　
本
市
で
は
、
平
成
16
年
４
月
１
日
の

市
町
村
合
併
以
来
新
た
な
三
次
市
と
し

て
合
併
後
の
区
域
全
体
を
対
象
と
し
た

ま
ち
づ
く
り
に
取
り
組
ん
で
き
た
と
こ

ろ
で
あ
る
が
課
題
が
山
積
し
て
い
る
。

　

�　
よ
っ
て
、
持
続
可
能
な
地
域
の
実
現

に
向
け
た
切
れ
目
の
な
い
取
組
を
着
実

に
推
進
す
る
観
点
か
ら
、
新
た
な
過
疎

対
策
法
に
お
け
る
過
疎
地
域
の
要
件
は
、

現
行
の
過
疎
地
域
を
引
き
続
き
対
象
と

す
る
こ
と
を
基
本
と
し
つ
つ
、
過
疎
地

域
の
状
況
を
的
確
に
反
映
し
た
も
の
と

し
、
現
行
法
に
基
づ
く「
み
な
し
過
疎
」

の
特
例
を
新
法
に
お
い
て
も
引
き
続
き

設
け
る
こ
と
。

２��.

過
疎
対
策
事
業
へ
の
支
援

　

�　
過
疎
地
域
に
お
い
て
特
に
重
要
な
財

源
と
な
っ
て
い
る
過
疎
対
策
事
業
債
に

つ
い
て
は
、
公
共
施
設
等
の
補
修
・
改

修
や
除
却
な
ど
、
今
後
の
増
加
が
見
込

ま
れ
る
ソ
フ
ト
事
業
の
財
政
需
要
に
も

対
応
で
き
る
よ
う
、
必
要
額
を
確
実
に

措
置
す
る
こ
と
。

　

�　
ま
た
、
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染

症
対
策
を
通
じ
た
リ
モ
ー
ト
化
等
に
よ

る
デ
ジ
タ
ル
・
ト
ラ
ン
ス
フ
ォ
ー
メ
ー

シ
ョ
ン
の
加
速
を
見
据
え
、
過
疎
地
域

に
お
け
る
産
業
の
振
興
、
生
活
基
盤
の

確
立
及
び
集
落
対
策
の
推
進
等
を
支
え

る
土
台
と
な
る
、
第
５
世
代
移
動
通
信

シ
ス
テ
ム（
５
Ｇ
）を
含
む
高
度
情
報
通

信
基
盤
の
整
備
を
促
進
す
る
と
と
も
に
、

支
援
措
置
を
拡
充
強
化
す
る
こ
と
。

請
願

■
種
子（
た
ね
）を
農
家
・
農
民
が
自
家
増

殖
す
る
こ
と
を
原
則
禁
止
と
す
る
種
苗

法
改
定
案
の
取
り
下
げ
を
求
め
る
意
見

書
に
つ
い
て�

賛
成
多
数
で
可
決

提 

出 

者　

�

広
島
県
種
子
条
例
制
定
を
求

め
る
連
合
会

代
表
幹
事　
竹
松　
隆
司　
　
ほ
か
９
名

紹
介
議
員　
宍
戸　
　
稔　
齊
木　
　
亨

　
　
　
　
　
伊
藤　
芳
則　
藤
岡　
一
弘

　
　
　
　
　
徳
岡　
真
紀

■６月定例会　審議結果（全員一致以外のもの）	 ○…賛成　×…反対

区　分 結
果
新
家
竹
原
大
森
小
田
保
実
宍
戸
杉
原
齊
木
山
村
鈴
木
横
光
伊
藤
黒
木
弓
掛
藤
井
重
信
新
田
藤
岡
掛
田
徳
岡
月
橋
増
田
中
原
山
田

請願第１号　
種子（たね）を農家・農民が自家増殖する
ことを原則禁止とする種苗法改定案の取
り下げを求める意見書の提出について

可
決
議
長○○○○〇〇○○〇○○××○○○○○○○○×○

発議第８号　
種子（たね）を農家・農民が自家増殖
することを原則禁止とする種苗法改
定案の取り下げを求める意見書（案）

可
決
議
長○○○○〇〇○○〇○○××○○○○○○○○×○

令和２年度 一般会計予算の補正（第３号）
補正額 7億3,944万1千円追加
総　額 430億2,360万5千円
■主な補正内容�
 《歳　入》
・県支出金� 5億7,551万5千円
・繰入金� 8,204万6千円
・市債� 7,420万円  　
� ほか
 《歳　出》
・過年災害農業施設復旧事業� ５億5,000万円  　
・市道法面改修事業� 3,100万円  　
・雇用調整助成金当活用促進事業� 2,910万円  　
・プレミアム付商品券（三次藩札）発行事業� 2,200万円  　
・オンライン家庭学習つながる環境支援事業� 2,118万7千円
・公用車購入事業� 2,000万円  　
・小中学校臨時休業対策事業� 1,218万4千円
・商店街活性化支援事業� 500万円  　
・妊産婦支援事業� 285万6千円
� ほか
 《繰越明許費》
　 変更　過年災害農業施設復旧事業
 《地方債》
　 変更　庁舎改修等事業　ほか　3件
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委
員
会
審
査

委
員
長
報
告

　
定
例
会
で
、各
常
任
委
員
会
に
審
査
付
託

と
な
り
ま
し
た
議
案
等
に
つ
い
て
、６
月
18
日

に
各
委
員
会
を
開
催
し
ま
し
た
。
そ
の
審
査

の
経
過
と
結
果
を
次
の
と
お
り
報
告
し
ま
す
。

総
務
常
任
委
員
会

【
付
託
議
案
】

　
議
案
第
73
号「
三
次
市
吉
舎
交
流
拠
点
施

設
設
置
及
び
管
理
条
例（
案
）」ほ
か
６
議
案

【
審
査
結
果
】

　
い
ず
れ
も
全
員
一
致
を
も
っ
て
原
案
の
と

お
り
可
決

【
議
案
に
対
す
る
指
摘
及
び
意
見
】

　
議
案
第
73
号
三
次
市
吉
舎
交
流
拠
点
施
設

設
置
及
び
管
理
条
例（
案
）に
つ
い
て
、複
合

施
設
で
あ
る
が
ゆ
え
に
、様
々
な
エ
リ
ア
を

各
種
団
体
が
そ
れ
ぞ
れ
管
理
す
る
こ
と
と
さ

れ
て
い
る
が
、個
人
情
報
保
護
な
ど
の
セ
キ
ュ

リ
テ
ィ
対
策
に
万
全
を
講
じ
る
よ
う
取
り
組

ま
れ
た
い
。

　
議
案
第
74
号
三
次
市
職
員
の
特
殊
勤
務
手

当
に
関
す
る
条
例
の
一
部
を
改
正
す
る
条

例（
案
）に
つ
い
て
、新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス

感
染
症
は
今
後
、第
２
波
・
第
３
波
が
押
し

寄
せ
る
こ
と
が
懸
念
さ
れ
て
い
る
。こ
の
特

殊
な
業
務
に
従
事
す
る
職
員
に
は
、直
接
的
、

間
接
的
と
い
っ
た
違
い
が
あ
る
が
、個
々
に

様
々
な
負
担
は
生
じ
、精
神
的
消
耗
は
計
り

知
れ
な
い
も
の
が
あ
る
と
推
測
さ
れ
る
。日
々

の
生
活
に
大
き
な
不
安
を
抱
え
、危
険
を
顧

み
ず
、市
民
の
た
め
に
様
々
な
業
務
が
行
わ

れ
て
い
る
現
場
を
理
解
し
た
う
え
で
、幅
広

い
支
給
を
望
む
。

教
育
民
生
常
任
委
員
会

【
付
託
議
案
等
】

　

議
案
第
78
号「
三
次
市
手
数
料
徴
収
条
例

の
一
部
を
改
正
す
る
条
例（
案
）」ほ
か
５
議
案

　【
審
査
結
果
】

　
議
案　

�

い
ず
れ
も
全
員
一
致
を
も
っ
て
原

案
の
と
お
り
可
決

産
業
建
設
常
任
委
員
会

【
付
託
議
案
】

　
議
案
第
86
号「
工
事
請
負
契
約
の
締
結
に

つ
い
て
」ほ
か
２
議
案

　

請
願
第
１
号「
種
子（
た
ね
）を
農
家
・
農

民
が
自
家
増
殖
す
る
こ
と
を
原
則
禁
止
と
す

る
種
苗
法
改
定
案
の
取
り
下
げ
を
求
め
る
意

見
書
の
提
出
に
つ
い
て
」

【
審
査
結
果
】

　
い
ず
れ
も
全
員
一
致
を
も
っ
て
原
案
の
と

お
り
可
決

　
請
願　
全
員
一
致
を
も
っ
て
採
択

【
議
案
に
対
す
る
指
摘
及
び
意
見
】

　
議
案
第
86
号
及
び
議
案
第
87
号「
工
事
請

負
契
約
の
締
結
に
つ
い
て
」は
、早
急
に
工

期
を
終
え
て
、農
業
従
事
者
を
安
心
さ
せ
る

よ
う
取
り
組
ま
れ
た
い
。
ま
た
、入
札
参
加

者
が
お
ら
ず
不
調
と
な
っ
た
と
い
う
こ
と
な

の
で
、地
元
業
者
の
育
成
に
も
十
分
に
努
め

ら
れ
た
い
。

　
定
例
会
で
、
予
算
決
算
常
任
委
員
会

に
審
査
付
託
と
な
り
ま
し
た
議
案
１
件

に
つ
い
て
、
６
月
22
日
に
委
員
会
を
開

催
し
ま
し
た
。
そ
の
審
査
の
経
過
と
結

果
を
次
の
と
お
り
報
告
し
ま
す
。

付
託
議
案

議
案
第
89
号　

令
和
２
年
度
三
次
市
一
般
会
計
予
算

（
第
３
号
）

審
査
結
果

全
員
一
致
を
も
っ
て
原
案
の
と
お
り

可
決議

案
に
対
す
る
指
摘
及
び
意
見

　
オ
ン
ラ
イ
ン
家
庭
学
習
つ
な
が
る
環

境
支
援
事
業
に
あ
っ
て
は
、
状
況
に
応

じ
た
Ｉ
Ｃ
Ｔ
支
援
員
の
活
用
等
に
よ
り

効
果
的
な
事
業
推
進
を
図
ら
れ
た
い
。

ま
た
、
電
子
機
器
の
使
用
に
当
た
っ
て

は
身
体
へ
の
影
響
に
つ
い
て
も
十
分
研

究
し
、
留
意
さ
れ
た
い
。

　
家
庭
学
習
通
信
環
境
整
備
補
助
金
に

あ
っ
て
は
、
就
学
の
年
度
に
よ
っ
て
負

担
に
差
が
生
じ
る
こ
と
が
な
い
よ
う
取

り
組
ま
れ
た
い
。

予
算
審
議

◆ 

反
対
討
論

　
今
回
自
家
増
殖
が
原
則
禁
止
と
な
る
作
物

は
「
育
成
者
権
」
が
認
め
ら
れ
て
い
る
登
録

品
種
だ
け
で
あ
り
、
登
録
品
種
以
外
の
一
般

品
種
は
、
従
来
通
り
増
殖
や
利
用
に
制
限
が

な
く
、
引
き
続
き
自
家
採
取
が
で
き
る
。

　
種
苗
法
の
改
正
は
、
今
後
の
審
議
の
過
程

で
変
わ
り
え
る
も
の
で
あ
る
と
い
う
認
識
を

し
て
い
る
。

　
既
存
の
現
行
法
の
問
題
点
も
踏
ま
え
な
が

ら
十
分
に
議
論
を
し
、
農
業
者
を
は
じ
め
国

民
の
皆
様
の
不
安
や
疑
問
を
払
拭
で
き
る
よ

う
、
慎
重
に
検
討
を
す
べ
き
も
の
だ
と
考
え

て
い
る
の
で
、
反
対
す
る
。

◆ 

賛
成
討
論

　
種
苗
法
が
こ
の
ま
ま
改
正
さ
れ
る
と
、
改

正
案
の
許
諾
制
の
内
容
が
農
家
の
基
本
的
権

利
と
言
わ
れ
る
自
家
増
殖
を
制
限
す
る
可
能

性
が
あ
る
こ
と
や
、
食
の
安
全
安
心
に
関
わ

る
こ
と
な
ど
、
農
家
・
消
費
者
・
研
究
者
ら

で
作
る
日
本
の
種
子
を
守
る
会
な
ど
か
ら
、

禍
根
を
残
す
よ
う
な
改
正
案
の
取
り
下
げ

を
求
め
る
な
ど
、
多
く
の
意
見
が
出
さ
れ
て

い
る
。

　
し
た
が
っ
て
改
正
案
を
取
り
下
げ
る
こ
と

に
合
わ
せ
て
国
際
的
な
条
約
の
も
と
、
農
家

農
民
の
権
利
を
含
め
種
苗
法
の
問
題
を
も
っ

と
見
つ
め
直
す
必
要
が
あ
る
と
考
え
る
こ
と

か
ら
、
賛
成
す
る
。

請
願
第
１
号
に
対
し
、
討
論
が
あ
り

ま
し
た
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質問 2

市
が
空
き
家
を
リ
フ
ォ
ー
ム
し

て
賃
貸
を

　

市
に
は
空
き
家
が
２
，６
４
０
戸
あ

る
が
、
空
き
家
バ
ン
ク
に
は
60
戸
し
か

登
録
さ
れ
て
い
な
い
。
集
落
支
援
員
を

増
や
し
た
り
、
不
動
産
業
者
と
協
力

し
た
り
し
て
登
録
を
増
や
す
べ
き
で
あ

る
。
さ
ら
に
、
市
が
リ
フ
ォ
ー
ム
し
て

賃
貸
す
る
と
、
移
住
者
も
安
心
し
て
す

ぐ
引
っ
越
せ
る
と
考
え
る
が
い
か
が
か
。

答弁 2

取
組
の
参
考
と
し
た
い

《
中
原
地
域
振
興
部
長
》

三
次
市
で
は
空
き
家
情
報
バ
ン
ク
制

度
を
行
っ
て
お
り
、物
件
を
購
入
し
た
り
、

定
住
す
る
た
め
に
改
修
を
し
た
場
合
に
は

費
用
の
一
部
を
補
助
し
て
い
る
。
空
き
家

購
入
サ
ポ
ー
ト
事
業
補
助
金
は
補
助
率
が

２
分
の
１
、上
限
１
５
０
万
円
の
補
助
と

い
う
取
組
を
し
て
い
る
。
今
後
、定
住
施

策
を
総
合
的
に
検
討
す
る
中
で
取
組
の
参

考
と
し
て
い
き
た
い
。

質問 1

中
小
企
業
・
小
規
模
事
業
者
の

応
援
サ
イ
ト
制
作
を

新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
の
発
生
に
伴
い
、

三
次
市
に
お
け
る
企
業
が
大
変
な
経
営
難

で
苦
し
ん
で
い
る
。あ
ら
ゆ
る
業
種
の
企

業
を
応
援
す
る
サ
イ
ト
を
市
が
先
頭
に
立

ち
、広
域
商
工
会
や
商
工
会
議
所
な
ど
経

済
団
体
サ
ポ
ー
ト
の
も
と
制
作
し
て
い
た

だ
き
た
い
が
い
か
が
か
。

答弁 1

情
報
発
信
の
充
実
強
化
を

図
っ
て
い
き
た
い

《
中
廣
産
業
振
興
部
長
》

市
内
企
業
の
紹
介
は
、三
次
商
工
会
議

所
、三
次
広
域
商
工
会
の
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ

で
会
員
企
業
等
を
紹
介
さ
れ
て
い
る
。
ま

た
、市
内
の
企
業
や
ハ
ロ
ー
ワ
ー
ク
、市

等
で
構
成
し
て
い
る
、三
次
市
雇
用
労
働

対
策
協
議
会
で
も「
み
よ
し
就
活
ネ
ッ
ト
」

と
い
う
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
を
開
設
し
て
お
り
、

会
員
企
業
の
紹
介
等
を
行
っ
て
い
る
。
今

後
も
、ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
、企
業
ガ
イ
ド
ブ
ッ

ク
な
ど
の
内
容
や
情
報
発
信
の
充
実
強
化

を
図
っ
て
い
き
た
い
と
考
え
て
い
る
。

月
つき

橋
はし

 寿
かず

文
ふみ

《ともえ》

　6月定例会では、14名が市政をただしました。
　質問と答弁の一部を紹介します。詳細については、会議録を製本の後、議会事務局、各支所、三次市立
図書館及び分館に常設します。また、三次市ホームページ（アドレスは下記のとおり）では会議録と本会議
の録画映像をご覧いただけます。
　なお、一問一答方式で一般質問を行っていますが、紙面の都合上まとめて記載しています。

令和2年6月定例会 一般質問

市政を問う

HPアドレス　http://www.city.miyoshi.hiroshima.jp 市議会のページ 市議会議事録
三次市議会インターネット配信

三次市内の空き家
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質問 2

三
次
藩
札
事
業
の
早
期
実
行
を

　
コ
ロ
ナ
禍
の
中
、
本
市
の
経
済
活
性
化

策
と
し
て
三
次
藩
札
事
業
の
増
額
と
前
倒

し
が
発
表
さ
れ
た
。
利
用
対
象
店
を
拡

げ
る
と
の
こ
と
で
あ
る
が
、
大
手
チ
ェ
ー

ン
店
に
流
れ
る
こ
と
が
懸
念
さ
れ
る
。
利

用
対
象
店
の
設
定
は
。
ま
た
、
困
窮
者

に
行
き
渡
る
販
売
方
法
は
と
ら
れ
る
の
か
。

答弁 2

会
員
以
外
も
対
象
と
す
る

《
中
廣
産
業
振
興
部
長
》

多
く
の
事
業
所
が
厳
し
い
経
営
を
余
儀

な
く
さ
れ
て
い
る
た
め
、三
次
商
工
会
議

所
、三
次
広
域
商
工
会
の
会
員
以
外
も
取

扱
加
盟
店
と
な
れ
る
よ
う
協
議
を
行
い
、

要
件
と
し
て
市
内
に
本
店
を
有
す
る
法
人

及
び
市
内
に
主
た
る
事
業
所
を
有
す
る
個

人
事
業
主
を
対
象
と
し
て
い
る
。
販
売
方

法
に
つ
い
て
は
、市
民
を
対
象
に
事
前
に

往
復
は
が
き
で
、１
冊
か
ら
10
冊
ま
で
希

望
冊
数
の
申
し
込
み
を
受
け
付
け
る
予
約

販
売
を
実
施
し
、残
っ
た
場
合
は
窓
口
で

一
般
販
売
を
計
画
さ
れ
て
い
る
。

質問 2

コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
ソ
ー
シ
ャ
ル
ワ
ー

カ
ー
の
養
成
に
つ
い
て
の
考
え
は

　
２
０
４
０
年
問
題（
※
）に

対
応
す
る
た
め
に

も
、
今
か
ら
地
域
福
祉
力
を
向
上
す
る

必
要
が
あ
る
。
住
民
と
協
働
し
て
、
多
様

化
、
複
雑
化
し
て
い
く
地
域
の
課
題
や
生

活
課
題
、
制
度
の
狭
間
に
あ
る
課
題
や

行
政
と
住
民
を
繋
ぐ
役
割
を
担
う
専
門

職
を
要
請
し
、
配
置
す
る
考
え
は
な
い
か
。

答弁 2

人
材
の
育
成
を

図
っ
て
い
き
た
い

《
牧
原
福
祉
保
健
部
長
》

本
市
の
地
域
事
情
、社
会
資
源
と
併
せ

な
が
ら
、地
域
福
祉
を
担
っ
て
い
る
三
次

市
社
会
福
祉
協
議
会
や
関
係
機
関
と
協
議

を
行
い
た
い
と
考
え
て
い
る
。
社
会
福
祉

協
議
会
を
中
心
と
し
た
地
域
福
祉
へ
の
取

組
体
制
も
充
実
さ
せ
る
中
で
、人
材
の
育

成
も
図
っ
て
い
き
た
い
。

質問 1

市
内
開
業
医
へ
の
支
援
を

コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
の
流
行
に
よ
り
受
診・

通
院
を
控
え
る
患
者
さ
ん
が
増
え
、開
業

医
の
収
入
が
減
少
し
て
い
る
。こ
の
状
況

が
続
く
と
経
営
的
に
厳
し
い
と
聞
く
。市

民
の
暮
ら
し
の
安
心
に
地
域
の
開
業
医
の

継
続
は
不
可
欠
と
考
え
る
が
、支
援
策
を

伺
う
。

答弁 1

積
極
的
に
検
討
し
た
い《

福
岡
市
長
》

市
の
経
済
対
策
と
し
て
、事
業
者
支
援

給
付
金
は
医
療
法
人
や
社
会
福
祉
法
人
も

対
象
に
な
る
が
、経
営
持
続
支
援
事
業
補

助
金
は
対
象
に
な
っ
て
い
な
い
。
こ
の
要

件
に
つ
い
て
も
内
部
で
も
検
討
し
て
い
き

た
い
。
ま
た
、国
、県
の
支
援
制
度
等
も
あ

る
の
で
、勘
案
し
な
が
ら
今
後
の
支
援
に

つ
い
て
市
も
積
極
的
に
検
討
し
て
い
き

た
い
。

今
後
、補
正
予
算
の
計
上
を
ど
の
よ
う

な
局
面
に
な
っ
た
場
合
に
行
う
の
か
。補

正
予
算
の
や
り
方
と
し
て
、国
や
県
の
動

向
を
み
て
計
上
す
る
の
か
。あ
る
い
は
、

市
が
単
独
で
独
自
で
行
う
こ
と
も
あ
る

の
か
。そ
の
際
の
判
断
基
準
は
あ
る
の
か
。

本
市
の
考
え
を
伺
う
。

答弁 1

状
況
に
応
じ
て
編
成
す
る

《
細
美
総
務
部
長
》

今
後
の
補
正
予
算
に
つ
い
て
は
、国
・

県
の
施
策
も
踏
ま
え
、限
ら
れ
た
財
源
を

よ
り
有
効
に
活
用
す
る
た
め
、市
民
、事

業
者
の
皆
様
が
真
に
必
要
な
事
業
を
見
極

め
て
、時
期
を
逃
さ
ず
、状
況
に
応
じ
て

編
成
す
る
必
要
が
あ
る
と
考
え
て
い
る
。

（
※
）�２
０
４
０
年
問
題
… 

働
く
世
代
の
急
減
に

よ
り
介
護
福
祉
に
お
け
る
人
手
不
足
や
社

会
保
障
費
の
さ
ら
な
る
増
大
が
懸
念
さ
れ

る
問
題
。

質問 1

新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
に
係
る

補
正
予
算
に
つ
い
て
の
考
え
は

藤
ふじ

井
い

 憲
けん

一
いち

郎
ろう

《ともえ》

掛
かけ

田
だ

 勝
かつ

彦
ひこ

《明日への風》

三
次
藩
札（
提
供
：
三
次
商
工
会
議
所
）

（三次市予算書）

見本
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質問 2

コ
ロ
ナ
禍
に
お
け
る

三
次
市
の
支
援
策
は

母
子
世
帯
の
約
半
分
が
非
正
規
雇
用
で

あ
り
、収
入
は
一
般
家
庭
の
約
半
分
だ
と

い
わ
れ
て
い
る
ひ
と
り
親
世
帯
へ
の
三
次

市
独
自
の
支
援
策
を
伺
う
。

ま
た
、長
期
的
な
影
響
が
懸
念
さ
れ
る

農
家
、特
に
ピ
オ
ー
ネ
生
産
農
家
、和

牛
肥
育
繁
殖
農
家
等
へ
の
支
援
策
に
つ
い

て
伺
う
。

答弁 2

相
談
事
業
に
つ
な
ぎ
丁
寧
に

支
援
し
て
い
き
た
い

《
松
長
子
育
て
支
援
部
長
》

三
次
市
子
育
て
応
援
金
を
、児
童
手
当

受
給
者
が
対
象
で
あ
る
国
の
子
育
て
世
帯

へ
の
臨
時
特
別
給
付
金
に
上
乗
せ
し
て
支

給
す
る
よ
う
進
め
て
お
り
、児
童
手
当
受

給
者
の
対
象
児
童
１
人
に
つ
き
１
万
円
を

支
給
す
る
こ
と
と
し
た
。
今
後
に
つ
い
て

は
、８
月
の
児
童
扶
養
手
当
の
現
況
届
受

付
に
合
わ
せ
て
、実
態
把
握
を
行
う
予
定

で
あ
る
。
支
援
を
要
す
る
世
帯
が
あ
れ
ば
、

積
極
的
に
相
談
事
業
に
つ
な
ぎ
丁
寧
に
支

援
し
て
い
き
た
い
と
考
え
て
い
る
。

《
中
廣
産
業
振
興
部
長
》

今
後
の
市
場
動
向
を
注
視
す
る
と
と
も

に
、国
、県
の
補
助
事
業
の
活
用
の
ほ
か
、

消
費
拡
大
、需
要
回
復
に
向
け
た
Ｐ
Ｒ
等

を
関
係
機
関
と
連
携
し
て
取
り
組
ん
で
い

き
た
い
と
考
え
て
い
る
。

《
福
岡
市
長
》

当
初
は
９
月
議
会
に
提
案
す
る
ス
ケ

ジ
ュ
ー
ル
だ
っ
た
が
、議
論
の
状
況
を
し
っ

か
り
見
て
い
く
必
要
も
あ
る
。
し
っ
か
り

と
し
た
手
続
き
を
経
て
議
員
、議
会
、市

民
の
皆
様
に
示
せ
る
よ
う
努
力
し
て
い
き

た
い
と
考
え
て
い
る
。

質問 2

畠
敷
・
願
万
地
地
区
の

内
水
対
策
の
さ
ら
な
る
強
化
を

現
在
事
業
中
の
内
水
対
策
が
完
成
す
る

と
平
成
30
年
豪
雨
と
同
程
度
で
床
上
浸
水

は
避
け
ら
れ
る
見
込
み
で
あ
る
が
、昨
今

の
自
然
状
況
で
は
そ
れ
以
上
の
降
水
量
も

予
想
さ
れ
る
。現
在
の
対
策
で
は
不
十
分

で
あ
る
と
考
え
る
。国・県
と
連
携
し
て
、

さ
ら
な
る
対
策
を
す
べ
き
で
は
な
い
か
。

答弁 2

市
民
の
命
を
守
る
取
組
を

推
進
し
た
い《

川
村
危
機
管
理
監
》

畠
敷
・
願
万
地
地
区
の
内
水
対
策
は
、

国
・
県
・
市
の
三
者
が
連
携
し
、平
成
30
年

７
月
豪
雨
と
同
様
の
降
雨
に
対
し
て
、家

屋
の
床
上
浸
水
を
防
ぐ
こ
と
を
目
的
と
し

て
い
る
。

今
後
、そ
れ
以
上
の
大
雨
も
考
え
ら
れ

る
こ
と
か
ら
、ハ
ー
ド
対
策
だ
け
で
な
く
、

住
民
に
対
し
て
自
宅
等
の
災
害
危
険
性
や

避
難
方
法
等
を
確
認
す
る
よ
う
啓
発
を
行

う
な
ど
、自
主
防
災
組
織
等
の
関
係
機
関

と
連
携
し
て
市
民
の
命
を
守
る
取
組
を
推

進
し
た
い
。

現
在
策
定
委
員
会
や
教
育
委
員
会
会
議

か
ら
報
告
書
が
提
出
さ
れ
て
い
る
が
、調

理
場
は
単
な
る
ハ
コ
モ
ノ
で
は
な
く
、食

育
は
も
ち
ろ
ん
、少
子
高
齢
化
や
農
業
の

振
興
、生
き
が
い
づ
く
り
等
地
域
の
個
性

を
生
か
し
た
総
合
的
な
視
点
が
必
要
と
考

え
る
が
い
か
が
か
。

答弁 1

一
つ
一
つ
の
積
み
重
ね
が

一
助
を
担
う
も
の
と
考
え
る

《
甲
斐
教
育
次
長
》

学
校
給
食
調
理
場
の
位
置
づ
け
と
し
て

は
、安
全
・
安
心
な
学
校
給
食
を
市
内
全

て
の
児
童
生
徒
に
、同
じ
条
件
で
安
定
的

に
継
続
し
て
提
供
し
て
い
く
必
要
が
あ
る

と
考
え
て
い
る
。
そ
し
て
、学
校
給
食
法

に
掲
げ
る
学
校
給
食
の
７
つ
の
目
標
が
達

成
さ
れ
る
よ
う
積
極
的
に
取
り
組
み
、一

つ
一
つ
の
積
み
重
ね
が
農
業
振
興
な
ど
の

一
助
を
担
う
も
の
で
あ
る
と
考
え
て
い
る
。

質問 1

学
校
給
食
調
理
場
再
編
計
画
に

総
合
的
な
ま
ち
づ
く
り
の
視
点

は
あ
る
の
か

質問 1

旧
市
内
の
中
学
校
へ
の
早
期
の

給
食
実
施
を

一
日
で
も
早
い
旧
市
内
の
中
学
校
で
の

給
食
の
提
供
を
望
む
声
が
保
護
者
か
ら
出

て
い
る
。基
本
方
針
で
、学
校
給
食
調
理

場
を
四
拾
貫
町
の
種
鶏
場
跡
地
一
か
所

に
選
定
し
た
理
由
、今
後
の
予
算
の
提
出

時
期
、最
短
で
の
給
食
提
供
開
始
時
期
を

伺
う
。

答弁 1

令
和
５
年
２
学
期
を
目
指
す

《
甲
斐
教
育
次
長
》

今
後
は
、整
備
計
画
案
を
示
し
保
護
者

ア
ン
ケ
ー
ト
を
実
施
す
る
中
で
意
見
を
伺

い
、十
分
に
検
討
し
た
う
え
で
予
算
案
提

出
に
つ
な
げ
た
い
。

供
用
開
始
時
期
は
、現
在
令
和
５
年
２

学
期
を
目
指
し
て
い
る
。

教
育
委
員
会
会
議
で
総
合
的
に
判
断
し

た
結
果
、種
鶏
場
跡
地
を
最
適
と
し
て
選

定
し
た
。

徳
とく

岡
おか

 真
ま

紀
き

《明日への風》

増
ます

田
だ

 誠
とも

宏
ひろ

《明日への風》
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が
ら
点
字
で
の
啓
発
が
全
く
行
わ
れ
て
い

な
い
。命
を
軽
視
し
て
い
な
い
か
。ま
た
、

啓
発
チ
ラ
シ
を
全
戸
配
布
さ
れ
た
が
、相

談
先
に
Ｆ
Ａ
Ｘ
番
号
や
メ
ー
ル
ア
ド
レ
ス

の
掲
載
も
無
く
、聴
覚
障
害
者
の
事
を
考

え
て
い
な
い
チ
ラ
シ
で
あ
る
。障
害
者
の

た
め
の
合
理
的
配
慮
を
ど
う
考
え
て
い
る

の
か
伺
う
。

避
難
所
運
営
に
お
い
て
三
密
回
避
や
弱

者
へ
の
対
応
等
に
つ
い
て
伺
う
。

答弁 2

配
慮
が
足
り
な
か
っ
た
部
分
は

反
省
し
対
応
し
た

《
牧
原
福
祉
保
健
部
長
》

各
法
人
等
で
確
保
対
策
に
取
り
組
ん
で

い
る
が
、市
と
し
て
も
今
年
度
策
定
中
の

介
護
保
険
事
業
計
画
で
人
材
の
確
保
、育

成
に
つ
い
て
、現
状
の
把
握
と
課
題
整
理

を
行
い
、関
係
機
関
と
の
連
携
を
議
論
し

た
い
。

今
回
の
チ
ラ
シ
に
つ
い
て
、配
慮
が
足

り
な
か
っ
た
部
分
は
反
省
を
し
て
い
る
。

意
見
を
い
た
だ
い
た
後
、フ
ァ
ッ
ク
ス
で

問
い
合
わ
せ
て
い
た
だ
け
る
よ
う
市
の

ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
に
も
掲
載
し
た
。
今
後
他

の
ツ
ー
ル
の
活
用
に
つ
い
て
も
検
討
し
て

い
き
た
い
。

《
川
村
危
機
管
理
監
》

５
月
29
日
に
開
催
し
た
新
型
コ
ロ
ナ
ウ

イ
ル
ス
感
染
症
三
次
市
対
策
本
部
に
災
害

対
策
準
備
チ
ー
ム
を
設
け
た
。
災
害
時
に

お
け
る
避
難
所
で
の
感
染
症
対
策
等
と
し

て
、避
難
所
の
開
設
の
在
り
方
や
必
要
な

物
品
、配
慮
を
要
す
る
方
へ
の
ス
ペ
ー
ス

の
提
供
方
法
等
に
つ
い
て
検
討
し
て
い
る
。

多
重
化
を
図
っ
て
い
る
。
こ
う
し
た
情
報

ツ
ー
ル
の
い
ず
れ
か
で
情
報
を
入
手
し
て

い
た
だ
き
た
い
と
考
え
て
い
る
。

音
声
告
知
放
送
の
普
及
状
況
は
、令
和

２
年
４
月
末
時
点
で�

旧
三
次
市
内	

22
・７
％
、

君
田
町	

90
・
０
％
、

布
野
町	

86
・
２
％
、

作
木
町	

89
・
６
％
、

吉
舎
町	

70
・
４
％
、

三
良
坂
町	

62
・５
％
、

三
和
町	

80
・
６
％
、

甲
奴
町	

76
・
４
％

で
あ
る
。

音
声
告
知
放
送
の
全
世
帯
設
置
が
望
ま

し
い
と
考
え
て
い
る
が
、防
災
ア
プ
リ
や

防
災
メ
ー
ル
で
も
情
報
の
取
得
は
可
能
で

あ
る
。
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症
対

策
に
お
い
て
、市
か
ら
の
様
々
な
告
知
に

活
用
で
き
た
の
で
、今
後
市
民
に
対
し
て

一
層
Ｐ
Ｒ
し
、普
及
を
図
っ
て
い
き
た
い

と
考
え
て
い
る
。

質問 1

農
業
振
興
プ
ラ
ン
の

重
点
施
策
を
提
言
す
る

令
和
３
年
度
に
策
定
す
る
新
規
農
業
振

興
プ
ラ
ン
は
、緊
急
事
態
に
備
え
て
地
産

地
消
を
具
体
的
に
強
化
し
、農
業
振
興
に

繋
が
る
農
業
体
験
や
市
民
農
園
の
取
組
を

重
点
施
策
と
し
て
は
ど
う
か
。

答弁 1

成
果
・
課
題
を
検
証
し
な
が
ら

策
定
し
て
い
き
た
い

《
中
廣
産
業
振
興
部
長
》

市
民
農
園
は
、農
業
へ
の
理
解
や
関
心

を
高
め
る
場
と
し
て
開
設
し
て
お
り
、利

用
促
進
に
つ
い
て
、普
及
啓
発
を
行
っ
て

い
き
た
い
と
考
え
て
い
る
。

遊
休
農
地
化
の
防
止
、解
消
の
視
点
も

含
め
、今
後
は
、成
果
・
課
題
を
検
証
し
な

が
ら
、次
期
三
次
市
農
業
振
興
プ
ラ
ン
を

策
定
し
て
い
き
た
い
と
考
え
て
い
る
。

質問 2

新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症

の
対
策
を
問
う

介
護
士
不
足
の
解
消
は
、２
０
２
５
年

問
題
を
踏
ま
え
る
と
重
要
で
あ
る
。資
格

取
得
補
助
も
含
め
対
応
策
を
伺
う
。

視
覚
障
害
者
の
点
字
希
望
を
把
握
し
な

質問 1

情
報
発
信
は

　
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症
対
策
等
に
お

い
て
、
市
長
自
ら
音
声
告
知
放
送
を
活
用

し
て
の
情
報
発
信
は
素
晴
ら
し
い
こ
と
で

は
あ
る
が
、
全
て
の
市
民
に
伝
わ
っ
た
と

は
疑
問
で
あ
る
。　
　

　
三
次
市
内
に
音
声
告
知
放
送
設
備
は
ど

の
程
度
普
及
し
て
い
る
か
伺
う
。

　
情
報
は
市
民
に
伝
わ
っ
て
こ
そ
情
報
と

な
る
。
行
政
と
し
て
全
て
の
世
帯
に
音
声

告
知
放
送
設
備
を
設
置
す
べ
き
と
考
え

る
。
ま
た
、
火
災
や
災
害
発
生
時
、
情

報
伝
達
に
旧
市
内
は
サ
イ
レ
ン
で
知
ら

せ
て
い
る
が
、
支
所
管
内
に
は
屋
外
で
の

伝
達
手
段
が
な
い
。
光
フ
ァ
イ
バ
ー
を

活
用
し
て
屋
外
放
送
設
備
を
活
用
す
べ

き
と
考
え
る
が
執
行
部
の
所
見
を
伺
う
。

答弁 1

多
重
化
を
図
っ
て
い
る

《
川
村
危
機
管
理
監
》

市
民
へ
の
情
報
伝
達
手
段
と
し
て
音

声
告
知
放
送
を
始
め
、防
災
一
斉
メ
ー
ル
、

ス
マ
ー
ト
フ
ォ
ン
に
よ
る
防
災
情
報
ア
プ

リ
、ケ
ー
ブ
ル
テ
レ
ビ
の
デ
ー
タ
放
送
等

鈴
すず

木
き

 深
み

由
ゆ

希
き

《真正会》

横
よこ

光
みつ

 春
はる

市
いち

《真正会》

音声告知放送設備
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《
甲
斐
教
育
次
長
》

令
和
２
年
４
月
に
文
部
科
学
省
か
ら
発

表
さ
れ
た
Ｇ
Ｉ
Ｇ
Ａ
ス
ク
ー
ル
構
想
の
加

速
に
よ
る
学
び
の
保
証
に
よ
り
、１
人
１

台
の
タ
ブ
レ
ッ
ト
端
末
の
整
備
の
早
期
実

現
が
示
さ
れ
た
。
本
市
で
は
、本
年
度
中

に
児
童
生
徒
に
１
人
１
台
の
タ
ブ
レ
ッ
ト

端
末
の
整
備
を
行
う
よ
う
本
定
例
会
に
補

正
予
算
を
計
上
し
て
い
る
。《松

村
教
育
長
》

教
科
書
発
行
業
者
の
協
力
を
得
て
、出

版
社
別
に
よ
り
具
体
的
な
分
類
、要
す
る

時
間
な
ど
を
公
表
し
な
が
ら
、学
び
残
し

が
な
い
よ
う
に
、ま
た
今
年
度
内
の
学
び

が
可
能
な
よ
う
に
と
示
し
た
も
の
が
文
部

科
学
省
か
ら
示
さ
れ
た
。
年
間
指
導
計
画

を
基
に
、卒
業
す
る
ま
で
に
、ど
の
学
年

も
含
め
て
学
び
残
し
が
な
い
よ
う
に
学
習

を
し
て
い
く
よ
う
に
、各
学
校
と
も
協
力

し
て
い
き
た
い
。

答弁 1

学
び
残
し
が
な
い
よ
う
に

学
校
と
協
力
し
て
い
く

者
、
パ
ソ
コ
ン
や
ス
マ
ホ
を
持
た
な
い
人
、

そ
れ
ら
が
あ
っ
て
も
使
い
こ
な
せ
る
能
力

の
差
も
あ
る
。
ケ
ー
ブ
ル
Ｔ
Ｖ
・
音
声
放

送
も
ど
れ
だ
け
の
人
が
見
聞
し
て
い
る
か
。

市
民
の
実
態
を
把
握
し
、
今
後
の
情
報
発

信
に
最
善
の
方
策
が
練
ら
れ
、
市
民
に
早

く
正
確
に
情
報
が
伝
達
さ
れ
な
け
れ
ば
な

ら
な
い
が
執
行
部
の
所
見
を
伺
う
。

答弁 1

広
報
戦
略
を
よ
り
充
実
し
て
い

き
た
い

《
宮
脇
経
営
企
画
部
長
》

全
戸
配
布
し
て
い
る
広
報
紙
を
基
本
と

し
て
、ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
や
音
声
告
知
、Ｓ

Ｎ
Ｓ
な
ど
、様
々
な
広
報
媒
体
で
の
情
報

発
信
を
組
み
合
わ
せ
る
こ
と
に
よ
っ
て
、

よ
り
多
く
の
市
民
の
皆
様
へ
情
報
を
伝
え

る
よ
う
に
し
て
い
る
。
現
在
、広
報
紙
に

対
す
る
ア
ン
ケ
ー
ト
を
実
施
し
て
い
る
の

で
、そ
の
結
果
も
踏
ま
え
引
き
続
き
よ
り

よ
い
情
報
発
信
に
努
め
て
い
き
た
い
。

《
福
岡
市
長
》

情
報
発
信
の
在
り
方
に
つ
い
て
以
前
か

ら
課
題
を
持
っ
て
い
た
の
で
、４
月
か
ら

秘
書
広
報
課
の
中
に
広
報
戦
略
係
を
設
置

し
た
。
ど
う
い
っ
た
形
で
戦
略
的
に
広
報

を
し
て
い
く
か
を
考
え
る
１
つ
の
大
き
な

核
と
し
て
、全
市
へ
広
げ
て
い
く
イ
メ
ー

ジ
で
あ
る
。

情
報
発
信
に
対
す
る
意
識
改
革
を
求
め
、

職
員
一
人
一
人
が
情
報
発
信
者
だ
と
い
う

こ
と
を
意
識
し
な
が
ら
、広
報
戦
略
を
よ

り
充
実
し
た
も
の
に
し
て
い
き
た
い
と
考

え
て
い
る
。

質問 1

今
後
の
学
校
教
育
は

文
部
科
学
省
の「
新
学
習
指
導
要
領
」

で
学
校
の
Ｉ
Ｃ
Ｔ
環
境
整
備
と
Ｉ
Ｃ
Ｔ
を

活
用
し
た
学
習
活
動
の
充
実
を
明
記
さ
れ

て
い
る
。三
次
市
も
そ
れ
に
取
り
組
ん
で

行
く
予
定
が
、新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感

染
症
の
対
策
で
事
業
の
前
倒
し
が
余
儀
な

く
さ
れ
て
い
る
。こ
の
整
備
に
つ
い
て
ど

の
よ
う
な
計
画
で
進
め
て
行
か
れ
る
の
か
。

ま
た
、小
中
学
校
、児
童
生
徒
の
授
業
の

遅
れ
に
つ
い
て
、ど
の
よ
う
に
取
り
組
ん

で
い
く
の
か
。特
に
小
学
６
年
生
と
中
学

３
年
生
の
授
業
に
つ
い
て
は
、ど
の
よ
う

に
対
応
す
る
の
か
。

※�

Ｉ
Ｃ
Ｔ
…
通
信
技
術
を
活
用
し
た
コ
ミ
ュ
ニ

ケ
ー
シ
ョ
ン
の
こ
と
。
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
の
よ

う
な
通
信
技
術
を
利
用
し
た
産
業
や
サ
ー
ビ
ス

の
総
称
。

質問 1

市
の
情
報
発
信
・
伝
達
を

よ
り
確
か
に

　
コ
ロ
ナ
感
染
に
つ
い
て
の
市
か
ら
の
情

報
が
、
早
く
正
確
に
市
民
に
伝
え
ら
れ
な

け
れ
ば
な
ら
な
い
。市
の
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ・

広
報
紙
・
ケ
ー
ブ
ル
Ｔ
Ｖ
・
音
声
告
知
等

多
く
の
手
段
を
使
い
多
重
的
に
発
信
さ

れ
て
い
る
。
し
か
し
、
そ
れ
で
も
情
報
が

伝
わ
り
に
く
い
人
が
い
る
。
視
聴
覚
障
害

齊
さい

木
き

 亨
とおる

《真正会》

新
にっ

田
た

 真
しん

一
いち

《会派 未来》
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質問 2

郵
便
局
で
証
明
書
の
発
行
を

昨
年
12
月
定
例
会
で
提
案
し
て
い
る
が
、

旧
三
次
市
内
の
周
辺
部
や
、支
所
の
周
辺

部
で
は
、本
庁
や
支
所
ま
で
遠
く
、証
明

書
の
受
け
取
り
に
不
自
由
を
感
じ
て
い
る
。

運
転
免
許
証
自
主
返
納
の
増
加
な
ど
に
よ

り
、ま
す
ま
す
困
難
に
な
っ
て
い
る
。今

回
の
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
予
防
の

「
３
密
」対
策
の
１
つ
と
し
て
実
現
を
。

答弁 2

基
準
や
経
費
等
の
調
査
を

行
っ
て
い
る

《
上
谷
市
民
部
長
》

平
成
15
年
７
月
か
ら
川
地
、塩
町
、川
西

の
３
つ
の
郵
便
局
で
実
施
し
て
い
る
。
周

辺
部
に
て
利
用
が
見
込
ま
れ
る
地
域
の
現

状
、市
と
郵
便
局
双
方
の
イ
ン
フ
ラ
整
備

等
を
検
証
す
る
必
要
が
あ
る
の
で
、基
準

や
経
費
等
の
調
査
を
行
っ
て
い
る
。
各
郵

便
局
の
意
向
や
費
用
対
効
果
も
踏
ま
え
、

方
針
を
策
定
し
て
い
き
た
い
と
考
え
て
い
る
。

質問 2

山
林
部
の
地
籍
調
査
の
促
進
を

　
人
口
減
少
、高
齢
化
の
進
展
等
で
所
有

者
不
明
土
地
問
題
が
顕
在
化
し
て
い
る
。

国
か
ら
森
林
境
界
明
確
化
事
業
で
の
林
務

担
当
部
局
と
地
籍
調
査
担
当
部
局
と
の
連

携
強
化
が
示
さ
れ
て
い
る
。こ
の
こ
と
か

ら
山
林
部
の
地
籍
調
査
の
促
進
が
図
ら
れ

る
も
の
と
考
え
る
が
ど
う
か
。

答弁 2

農
政
課
と
調
整
を

図
っ
て
い
き
た
い《

細
美
総
務
部
長
》

森
林
経
営
管
理
制
度
に
お
い
て
、森
林

境
界
明
確
化
事
業
の
必
要
な
地
区
と
、地

籍
調
査
事
業
の
地
区
に
つ
い
て
、来
年
度

以
降
、準
備
段
階
か
ら
調
査
地
区
が
合
わ

せ
ら
れ
る
か
ど
う
か
を
農
政
課
と
調
整
を

図
っ
て
い
き
た
い
。

質問 1

就
学
援
助
の
受
給
家
庭
へ
の

支
援
を

臨
時
休
業
に
伴
い
、子
ど
も
た
ち
の「
昼

食
」を
家
庭
で
用
意
し
な
く
て
は
な
ら
な
い
。

就
学
援
助
に
は
給
食
費
も
含
ま
れ
、休
校

で
給
食
が
な
く
な
る
と
家
庭
で
昼
食
を
食

べ
る
た
め
の
実
費
が
発
生
す
る
。ギ
リ
ギ

リ
の
生
活
状
況
と
も
聞
く
が
、受
給
家
庭

へ
の
臨
時
休
校
分
の
支
援
の
考
え
は
。

答弁 1

就
学
困
難
に
な
ら
な
い
よ
う

支
援
し
て
い
く《

甲
斐
教
育
次
長
》

就
学
援
助
は
経
済
的
な
理
由
に
よ
り
就

学
困
難
と
な
ら
な
い
よ
う
、安
心
し
て
学

校
生
活
を
送
れ
る
よ
う
支
給
す
る
も
の
な

の
で
、学
校
が
休
業
の
日
は
支
給
の
対
象

に
な
ら
な
い
と
い
う
こ
と
を
ご
理
解
い
た

だ
き
た
い
。

こ
れ
か
ら
も
経
済
的
理
由
に
よ
っ
て
就

学
困
難
と
な
ら
な
い
よ
う
、必
要
な
支
援

を
行
っ
て
い
き
た
い
。

質問 1

出
水
期
の
防
災
対
策
は

　
「
災
害
に
強
い
ま
ち
づ
く
り
」の
中
で
も
、

市
内
全
域
で
の
内
水
被
害
対
策
の
進
捗
状

況
は
ど
う
か
。ま
た
、今
年
４
月
に
国
に

お
い
て「
既
存
ダ
ム
の
事
前
放
流
ガ
イ
ド

ラ
イ
ン
」が
示
さ
れ
た
が
、本
市
に
関
係
す

る
ダ
ム
に
つ
い
て
の
取
組
状
況
は
ど
う
な
っ

て
い
る
か
。

答弁 1

関
係
機
関
と
情
報
を
共
有
し

広
報
し
て
い
く《

川
村
危
機
管
理
監
》

　

建
設
部
に
お
い
て
平
成
30
年
７
月
豪
雨

の
際
の
市
全
域
の
内
水
被
害
状
況
に
つ
い

て
調
査
を
行
っ
て
き
た
。
こ
の
結
果
を
基

に
、今
後
、そ
れ
ぞ
れ
の
地
区
に
つ
い
て
検

討
し
て
い
き
た
い
と
考
え
て
い
る
。

　

三
次
市
に
関
係
す
る
７
つ
の
ダ
ム
に
つ

い
て
は
、こ
の
度
、国
土
交
通
省
が
事
前
放

流
に
関
す
る
治
水
協
定
を
結
ん
だ
。
今
後

も
、江
の
川
上
流
大
規
模
氾
濫
時
の
減
災

対
策
協
議
会
を
通
じ
て
、関
係
機
関
と
情

報
を
共
有
し
、市
民
に
も
広
報
し
て
い
き

た
い
。

保
やす

実
ざね

 治
おさむ

《清友会》

宍
しし

戸
ど

 稔
みのる

《清友会》

吉舎安田郵便局

出典：国土交通省HP
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と
考
え
る
。取
組
を
し
て
は
ど
う
か
。

答弁 2

ビ
ジ
ネ
ス
サ
ポ
ー
ト
セ
ン
タ
ー
等

協
議
・
検
討
し
て
い
き
た
い

《
中
廣
産
業
振
興
部
長
》

中
小
企
業
の
支
援
を
始
め
、新
規
起
業

や
商
店
街
活
性
化
等
に
つ
い
て
は
三
次
商

工
会
議
所
、三
次
広
域
商
工
会
、各
関
係

団
体
と
連
携
し
て
取
り
組
ん
で
い
る
。

今
後
、ビ
ジ
ネ
ス
サ
ポ
ー
ト
セ
ン
タ
ー

を
開
設
し
て
い
る
市
町
等
の
視
察
な
ど
を

行
い
な
が
ら
、三
次
商
工
会
議
所
、三
次

広
域
商
工
会
と
も
連
携
を
取
り
、協
議
・

検
討
を
し
て
い
き
た
い
と
考
え
て
い
る
。

質問 2

災
害
復
旧
と
対
策
は
早
急
に

　
農
地
災
害
の
復
旧
、
仮
設
ポ
ン
プ
の
増

設
、
内
水
の
排
水
路
の
整
備
が
早
急
に
必

要
で
は
な
い
か
。

答弁 2

排
水
ポ
ン
プ
車
を
導
入
し

機
動
的
に
対
応
す
る

《
川
村
危
機
管
理
監
》

令
和
元
年
度
に
24
基
増
設
し
、現
在
74

基
で
対
応
し
て
い
る
。
今
年
度
、排
水
ポ

ン
プ
車
を
導
入
し
て
機
動
的
に
対
応
す
る

こ
と
と
し
て
い
る
。

新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
の
影
響
で
肥
育

農
家
、繁
殖
農
家
の
方
が
牛
の
市
場
価
格

が
下
落
し
て
困
っ
て
い
る
。市
の
事
業
者

支
援
給
付
金
の
対
象
に
な
ら
な
い
畜
産
農

家
も
あ
る
。新
た
な
制
度
な
ど
で
畜
産
農

家
の
方
を
支
援
す
べ
き
と
考
え
る
。市
の

所
見
を
伺
う
。

答弁 1

支
援
制
度
を
有
効
活
用
し
て

い
た
だ
き
た
い

《
中
廣
産
業
振
興
部
長
》

国
・
県
・
市
の
支
援
制
度
を
有
効
に
活
用

し
て
い
た
だ
く
よ
う
、関
係
機
関
と
連
携

し
て
生
産
者
へ
周
知
を
し
て
い
き
た
い
と

考
え
て
い
る
。

質問 2

中
小
企
業
振
興
を

外
部
人
材
を
公
募
し
、民
間
活
力
に
よ

る
中
小
企
業
や
地
場
産
業
を
支
援
す
る
自

治
体
が
広
が
っ
て
い
る
。県
内
で
は
福
山

市
、東
広
島
市
、島
根
県
邑
南
町
が
取
組

を
し
て
い
る
。三
次
市
と
し
て
も
地
域
産

業
を
守
り
、育
て
て
い
く
人
材
が
必
要
だ

質問 1

畜
産
農
家
支
援
は

質問 1

新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス

第
３
弾
の
支
援
を

新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症
の
影
響

に
よ
る
収
入
減
に
対
す
る
支
援
策
は
公
共

料
金
の
納
付
期
限
の
猶
予
で
は
な
く
、減

免
や
免
除
が
必
要
で
は
な
い
か
。

学
校
が
休
校
に
な
っ
た
た
め
や
む
な
く

休
業
と
な
っ
た
学
校
給
食
の
配
送
、配
膳

な
ど
学
校
給
食
関
係
者
の
休
業
補
償
は
ど

の
よ
う
に
な
っ
て
い
る
の
か
伺
う
。

答弁 1

税
制
面
の
で
き
る
限
り
の

施
策
を
講
じ
る《

上
谷
市
民
部
長
》

生
活
事
業
再
建
支
援
の
施
策
に
つ
い
て

は
、新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症
緊
急

事
態
措
置
に
よ
り
、休
業
要
請
等
で
減
収

を
余
儀
な
く
さ
れ
た
市
民
の
皆
様
や
個
人

事
業
主
に
係
る
税
負
担
に
つ
い
て
、税
制

面
に
お
け
る
で
き
る
限
り
の
施
策
を
講
じ

て
い
る
と
こ
ろ
で
あ
る
。《甲

斐
教
育
次
長
》

休
業
補
償
は
で
き
な
い
が
、事
業
者
支

援
給
付
金
に
該
当
す
る
場
合
も
あ
る
の
で
、

相
談
窓
口
で
相
談
し
て
も
ら
う
よ
う
案
内

し
て
い
る
。

黒
くろ

木
ぎ

 靖
せい

治
じ

《公明党》

伊
い

藤
とう

 芳
よし

則
のり

《日本共産党》

日下仮設ポンプ

繁殖農家の子牛
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質問 2

市
議
会
議
員
一
般
選
挙
か
ら
導

入
さ
れ
た
巡
回
式
期
日
前
投
票

所
の
効
果
は

県
内
で
は
初
の
試
み
で
行
わ
れ
た
巡
回

式
投
票
所
は
人
口
減
少
や
高
齢
化
に
よ

る
立
会
人
の
確
保
困
難
を
理
由
に
、有
権

者
１
０
０
人
以
下
の
地
区
の
投
票
所
を
廃

止
し
た
こ
と
に
よ
り
導
入
さ
れ
た
。こ
の

度
の
市
議
会
議
員
一
般
選
挙
で
の
効
果
を

伺
う
。

答弁 2

非
常
に
効
果
が
あ
っ
た

《
新
田
選
挙
管
理
委
員
会
事
務
局
長
》

投
票
さ
れ
た
方
は
合
計
で
１
２
７
人

だ
っ
た
。
対
象
地
区
内
の
３
割
以
上
の
方

が
投
票
さ
れ
た
と
い
う
結
果
と
な
り
、高

齢
者
等
の
投
票
支
援
と
い
う
側
面
で
は
非

常
に
効
果
が
あ
っ
た
も
の
と
考
え
て
い
る
。

質問 1

市
長
の
市
政
運
営
は

市
長
は
、昨
年
の
市
長
選
挙
に
お
い

て「
変
革・挑
戦・対
話
」を
掲
げ
、市
民
と

の
つ
な
が
り・市
民
に
寄
り
添
う
姿
勢
を

大
事
に
す
る
と
訴
え
ら
れ
、当
選
さ
れ
た
。

市
長
と
し
て
、ど
の
よ
う
な
理
念
を
も
っ
て
、

市
政
運
営
を
考
え
て
い
る
の
か
。

答弁 1

皆
様
と
一
緒
に
新
し
い

三
次
を
作
り
あ
げ
た
い《

福
岡
市
長
》

現
場
第
一
主
義
と
い
う
こ
と
で
、地
域

に
出
向
い
て
来
た
。
今
は
、新
型
コ
ロ
ナ

ウ
イ
ル
ス
に
よ
り
、難
し
く
な
っ
て
い
る
が
、

今
後
も
市
民
の
皆
様
と
直
接
話
を
し
、肌

で
感
じ
て
皆
様
の
思
い
、声
を
少
し
で
も

政
治
に
実
現
で
来
る
よ
う
努
力
し
て
い
き

た
い
と
思
っ
て
い
る
。
皆
様
と
一
緒
に
さ

ら
に「
新
し
い
三
次
」を
作
り
上
げ
た
い
と

い
う
思
い
は
、市
長
に
立
候
補
す
る
決
断

を
し
た
と
き
と
変
わ
っ
て
い
な
い
。 重

しげ
信
のぶ

 好
よし

範
のり

《市民の声》

議会の様子はインターネットで見ることができます
　市議会のホームページにおいて本会議の模様をインターネット配信しています。平成25
年第１回臨時会以降の映像を見ることができます。本会議当日は生中継も行っています。
ぜひご覧ください。
　三次市議会のホームページからアクセス
（市議会トップページから「市議会情報」→「三次市議会インターネット配信（動画）」を
クリック）または

巡回式期日前投票所（甲奴町）

QRコード（議会ネット配信）

インターネット配信

で 検索
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全国市議会議長会及び中国市議会議長会表彰について

令和２年６月24日（水）本会議終了後、議長室で伝達式を行いました。
令和２年度の表彰者は表のとおりです。

予算決算常任委員会（定数23）

委 員 長：宍戸　稔（清友会）　�
副委員長：弓掛　元（ともえ）
委　　員：議長を除く全議員

所管事務　予算及び決算に関する事項

全国市議会議長会　（基準月 － 令和2年4月）
特別表彰 25年以上 竹原　孝剛
中国市議会議長会　（基準月 － 令和2年5月）

特別表彰
16年以上

亀井　源吉
保実　　治
宍戸　　稔

12年以上
新家　良和
杉原　利明

普通表彰 ８年以上

齊木　　亨
澤井　信秀
山村惠美子
桑田　典章
鈴木深由希

宍戸委員長 弓掛副委員長
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　市政についての意見や要望を直接市議会に提出す
る制度で、議員の紹介のあるものを請願、ないもの
を陳情と言い、どなたでも提出することができます。

■ 請願・陳情の提出は、８月24日（月）正午まで

第66号

三
次
市
十
日
市
中
二
丁
目
８
番
１
号

電
話（
０
８
２
４
）６
２

－

６
１
７
９

編
集　
広
報
広
聴
常
任
委
員
会　
　
発
行
責
任
者　
三
次
市
議
会
議
長

２
０
２
０（
令
和
２
）年
８
月
10
日
発
行

発
行　
三
次
市
議
会

2020（令和2）年
5月1日～7月31日

４月の改選を受けて、６月定
例会が新しい議員構成でスター
トしました。私も12年ぶりに広
報広聴常任委員会に所属しま
した。
委員は、８名で構成されてい

ますが、一期・二期議員が中心
で、若い議員の視点での運営に
期待します。
市議会だよりでは、専門的な
言葉より中学生にも読んでも
らえる言葉で議会に興味を持っ
ていただけるよう努めてまいり
たいと思います。
政治に、「無関心でも、無関係」

でいられないのが政治だから
です。� （保実　治）

次期定例会の
開会予定日は

9月４日（金）

TEL 0824－62－6179　 FAX 0824－62－6110
Eメールアドレス　gikaijimu@city.miyoshi.hiroshima.jp

お問い合わせは　議会事務局へ

5
月

  1日　会派代表者会議
12日　会派代表者会議、全員協議会
14日　会派代表者会議
15日　第１回臨時会本会議
19日　広報広聴常任委員会
20日　会派代表者会議
22日　議会運営委員会
25日　新人議員研修会
26日　会派代表者会議、議会運営委員会、�

広報広聴常任委員会、産業建設常任委員会
28日　議会運営委員会、教育民生常任委員会
29日　備北地区消防組合議会臨時会、第１回臨時会本会議

6
月

  2日　議会運営委員会
11日　議会運営委員会
12日　議会運営委員会、６月定例会本会議、�

広報広聴常任委員会
15 ～ 17日　６月定例会本会議（一般質問）
18 ～ 19日　�総務常任委員会、教育民生常任委員会、�

産業建設常任委員会
22 ～ 23日　予算決算常任委員会
24日　６月定例会本会議、議会運営委員会

7
月

  1日　教育民生常任委員会
  7日　教育民生常任委員会
15日　教育民生常任委員会
16日　広報広聴常任委員会
22日　教育民生常任委員会、広報広聴常任委員会
27日　議会運営委員会、全員協議会、会派代表者会議
29日　教育民生常任委員会
30日　ピオネット市議会トピックス（正副議長出演）
31日　第２回臨時会本会議、会派代表者会議

議会のうごき

　議会の本会議は、どなたでも傍聴することができま
すが、新型コロナウイルス感染拡大防止のため、座
席数を減らす等、傍聴を制限する場合がございます
のでご了承ください。
　ケーブルテレビでは議会の生放送と当日の夜７時か
ら再放送をしますのでそちらもご利用ください。
　また、市議会のホームページにおいて本会議の模
様をインターネット配信しますので、ご利用ください。

■ 議会の傍聴について

　毎月１回、ケーブルテレビの「あっちこっち三次」
に議員が出演し、各委員会の報告等を行っています。

■ 市議会トピックスをご覧ください

　無料アプリ「マチイロ」を利用して、みよし市議会
だよりをご覧いただくことができます。
　詳しくは市議会ホームページの「みよし市議会だよ
り」のページをご覧ください。

■ 無料アプリ「マチイロ」版の議会だよりについて

あ｜と｜が｜き

三若町

旗は
た

返が
え
し

城
跡

３
７
５
号
線
の
案
内
看
板

旗
返
山

み
よ
し

市
議
会
だ
よ
り

　
旗
返
城
は
、
美
波
羅
川

下
流
域
を
支
配
し
た
江
田

氏
が
本
拠
と
し
た
山
城
で

す
。
戦
国
時
代
に
戦
い
の

た
め
に
立
て
篭
も
る
山
城

は
、
山
頂
に
Ｌ
字
型
に
配

置
さ
れ
た
郭く
る
わが
南
北
に
延

び
、
北
東
西
は
急
斜
面
で

天
然
の
要
害
と
な
っ
て
い

ま
し
た
。
３
７
５
号
線
沿

い
に
登
山
口
の
案
内
が
あ

り
、
少
し
険
し
い
道
で
す

が
約
１
時
間
で
山
城
跡
に

至
り
ま
す
。
山
頂
に
は
展

望
台
も
作
ら
れ
て
お
り
川

西
地
区
を
一
望
で
き
ま
す
。

�

（
新
田　
真
一
）
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